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令和３年度由布市外国語指導助手派遣業務仕様書 

 

 

本仕様書は、由布市長 相馬尊重（以下、発注者と称す）と受注者との間で締

結する外国語指導助手派遣業務契約の内容等の細則について定めることを目的と

する。 

 

１． 業務内容 

業務内容は、次のとおりとする。 

（１）英語教育、外国語活動、国際理解教育における指導 

（２）指導方法等の研修会への参加 

（３）教材・資料作成 

（４）教員と指導内容、方法についての事前の打ち合わせ 

（５）クラブ活動への参加 

（６）生徒との交流活動 

（７）試験実施の補助 

（８）生徒の個別指導 

（９）学校内外での行事運営支援・参加 

（１０）教授手法等の教員に対する支援 

（１１）翻訳・通訳の支援 

 

２． 就業場所 

就業場所は、由布市立挾間中学校、由布市立庄内中学校、由布市立湯布院中

学校及び由布市立小学校とする。 

 

３． 就業人数 

 就業人数は２名とする（挾間中学校 1名、庄内中学校及び湯布院中学校 1名）。 

 

４． 契約期間 

 契約期間は、令和３年４月１日から令和４年３月３１日までとする。 

 

５． 就業日時 

（１）就業日は月曜日から金曜日とし、土曜日、日曜日、国民の休日に関す

る法律に規定する休日、発注者の定める休校日、及び発注者が指定する日

は配置しないものとする。但し、就業場所において行事等の都合上これら

の日に外国語指導助手の就業を要する場合はこの限りではない。 

（２）就業時間は、午前８時から午後４時までの間で、１日６時間未満とす

る。 

（３）上記５．（１）（２）の詳細は、発注者及び受注者双方の協議・合意の

上、別途定めるものとする。 

（４）発注者が、上記５．（１）（２）（３）で規定した就業日時以外に外国語

指導助手の就業を要する場合､追加就業日時分の追加派遣料を支払うか、
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予定された就業日時の中で振替えることができる。 

 

６． 外国語指導助手の要件 

外国語指導助手は、次の条件を満たす者とする。 

①英語を母語とする者又は同等の能力を有する者。 

②大学以上の教育機関を卒業した者又は在外大学の在学生で適正な方法に

より日本に招聘された者。 

③業務を実施するにあたり所持すべき有効かつ適正な種別の就労査証を有

する者。 

④業務の実施に必要な水準の教授技術を有する者。 

 

７． 業務実施体制の整備 

受注者は、派遣業務を円滑に進めるため、次の事項を遵守する。 

（１）派遣元責任者及び苦情担当責任者を定め、それぞれその責務を果たす

こと。 

（２）外国語指導助手に支障が生じ、臨時に変更する場合には、直ちにその

旨を発注者に報告し、臨時担当者の氏名を発注者へ通知の上業務を実施す

ること。 

（３）受注者の都合により、上記７．（２）による臨時担当者を配置できなか

った場合、受注者は未配置分の業務を発注者と調整の上、契約期間中の他

の日に配置すること。 

 

８． その他 

（１）発注者及び受注者は、労働者派遣法の趣旨に従い、各々に課せられた

労働法令上の責任を負うものとし、適切な教育指導と業務命令を行う。 

（２）外国語指導助手に交通事故等の問題が発生した場合、受注者がその対

応を行う。但し、その発生が発注者の責に帰する場合はその限りではない。 

（３）発注者及び受注者は、派遣就業上に関し知り得た個人情報を他に漏洩しては

ならない。 

（４）受注者は、外国語指導助手派遣契約書、本仕様書の記載及び法的な枠組

みに従い業務を実施する。 

 


